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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】樹脂との相溶性を維持しつつ、優れた耐熱性及び機械的特性を付与する樹脂の添
加剤（改質剤）として有用な新規ジグリシジルイソシアヌレート化合物、及び該化合物を
含有する樹脂組成物の提供。
【解決手段】式（Ｉ）で表される化合物を代表例とするジグリシジルイソシアヌレート化
合物、及び該化合物を含有する樹脂組成物。該樹脂組成物は、ソルダーレジストインク、
プリプレグ、銅張積層板、層間絶縁材、樹脂付銅箔等の用途として有用である。

［ｎは１～８の整数である。］
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化学式（I）、化学式（II）または化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレ
ート化合物。
【化１】

　（式中、ｎは１～８の整数を表す。）
【化２】

　（式中、ｍは０～１６の整数を表す。）
【化３】

　（式中、ｐは２～１６の整数を表す。）
【請求項２】
　請求項１記載のジグリシジルイソシアヌレート化合物と、樹脂または硬化性化合物を含
有する樹脂組成物。
【請求項３】
　請求項２記載の樹脂組成物を含有するソルダーレジストインク。
【請求項４】
　請求項３記載のソルダーレジストインクにより形成されたソルダーレジスト層を備える
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プリント配線板。
【請求項５】
　基材と請求項２記載の樹脂組成物から構成されたプリプレグ。
【請求項６】
　銅箔と請求項５記載のプリプレグから構成された銅張積層板。
【請求項７】
　請求項２記載の樹脂組成物により形成された層間絶縁材。
【請求項８】
　請求項２記載の樹脂組成物により形成された樹脂層を備える樹脂付銅箔。
【請求項９】
　請求項２記載の樹脂組成物により形成された樹脂層を備えるプリント配線板。
【請求項１０】
　請求項２記載の樹脂組成物を含有する半導体封止材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なイソシアヌレート化合物と、該化合物を含有する樹脂組成物に関し、
そして、該樹脂組成物の利用、即ち、ソルダーレジストインク、プリプレグ、銅張積層板
、層間絶縁材、樹脂付銅箔、プリント配線板および半導体封止材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　イソシアヌレート化合物を熱可塑性樹脂や熱硬化性樹脂の添加剤（改質剤）として用い
た場合には、同化合物の有するリジッドなトリアジン骨格が、樹脂を構成する重合体の分
子中に取り込まれることにより、樹脂の機械的強度、寸法安定性、耐熱性、耐薬品性、耐
加水分解性、耐候性（耐光性）、難燃性、電気的特性等を改善することができる。そのた
め、樹脂が使用される用途や、樹脂に求められる特性に応じて、数多くの種類のイソシア
ヌレート化合物が開発・検討され、また実用にも供されている。
【０００３】
　特許文献１には、モノアリルジグリシジルイソシアヌレート化合物とエポキシ樹脂硬化
剤を含むことを特徴とする熱硬化性エポキシ樹脂組成物が提案されている。該イソシアヌ
レート化合物はグリシジル基を有するところから、エポキシ樹脂の添加剤（改質剤）とし
て好適なものであるが、硬化物（樹脂）とした場合には、未だ満足すべき機械的特性（曲
げ弾性率、曲げ強度）や熱的特性（ガラス転移点）が得られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－３４４８６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、樹脂との相溶性を維持しつつ、優れた耐熱性および機械的特性を付与する樹
脂の添加剤（改質剤）としての用途が期待される新規なイソシアヌレート化合物を提供す
ることを目的とする。
　また、このイソシアヌレート化合物を含有する樹脂組成物、そして、該樹脂組成物を用
いて製造されるソルダーレジストインク、プリプレグ、銅張積層板、層間絶縁材、樹脂付
銅箔、プリント配線板および半導体封止材を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、前記の課題を解決するために鋭意研究を重ねた結果、化学式（I）、化
学式（II）または化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物を合成
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し得ることを認め、所期の目的を達成し得ることを見出して、本発明を完成するに至った
ものである。
　即ち、第１の発明は、化学式（I）、化学式（II）または化学式（III）で示されるジグ
リシジルイソシアヌレート化合物である。
【０００７】
【化１】

　（式中、ｎは１～８の整数を表す。）
【０００８】
【化２】

　（式中、ｍは０～１６の整数を表す。）
【０００９】
【化３】

　（式中、ｐは２～１６の整数を表す。）
【００１０】
　第２の発明は、第１の発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物と、樹脂または硬化
性化合物を含有する樹脂組成物である。
　第３の発明は、第２の発明の樹脂組成物を含有するソルダーレジストインクである。
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　第４の発明は、第３の発明のソルダーレジストインクにより形成されたソルダーレジス
ト層を備えるプリント配線板である。
　第５の発明は、基材と第２の発明の樹脂組成物から構成されたプリプレグである。
　第６の発明は、銅箔と第５の発明のプリプレグから構成された銅張積層板である。
　第７の発明は、第２の発明の樹脂組成物により形成された層間絶縁材である。
　第８の発明は、第２の発明の樹脂組成物により形成された樹脂層を備える樹脂付銅箔で
ある。
　第９の発明は、第２の発明の樹脂組成物により形成された樹脂層を備えるプリント配線
板である。
　第１０の発明は、第２の発明の樹脂組成物を含有する半導体封止材である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の樹脂組成物によれば、優れた耐熱性および機械的特性を有する硬化物を与える
ことができる。そのため、この樹脂組成物を用いることにより、耐熱性および機械的特性
に優れた銅張積層板、層間絶縁材、樹脂付銅箔、プリント配線板および半導体封止材等を
得ることができる。
　また、本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物は液体であるので、樹脂または硬
化性化合物や、それらに添加される種々の薬剤あるいは充填剤との相溶性に優れることが
期待される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１－１で得られた固体のＩＲスペクトルチャートである。
【図２】実施例１－２で得られた液体のＩＲスペクトルチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物は、前記の化学式（I）、化学式（II）
または化学式（III）に示されるとおり、２つのジグリシジルイソシアヌレートが、オキ
シアルキレン基、アルキレン基またはチオアルキレン基を介して接続した構造を有してい
る。
【００１４】
　化学式（I）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物は、
オキシジエチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルエトキシ）エタン、
オキシジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－エトキシイソシアヌレート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルエトキシエトキシ）エタン、
オキシジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－エトキシエトキシイソシアヌレート
）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルエトキシエトキシエトキシ）エタン、
オキシジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－エトキシエトキシエトキシイソシア
ヌレート）および
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルエトキシエトキシエトキシエトキシ）
エタンである。
【００１５】
　化学式（II）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物としては、
エチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
トリメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
テトラメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
ペンタメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
ヘキサメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
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ヘプタメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
オクタメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
ノナメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
デカメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）、
ドデカメチレンビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌレート）等が挙げられる。
【００１６】
　化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物としては、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルプロピルチオ）エタン、
チオジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－プロピルチオイソシアヌレート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルプロピルチオエチルチオ）エタン、
チオジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－プロピルチオエチルチオイソシアヌレ
ート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルプロピルチオエチルチオエチルチオ）
エタン、
チオジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－プロピルチオエチルチオエチルチオイ
ソシアヌレート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルプロピルチオエチルチオエチルチオエ
チルチオ）エタン、
チオジエチレンビス（３，５－ジグリシジル－１－プロピルチオエチルチオエチルチオエ
チルチオイソシアヌレート）、
１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルプロピルチオエチルチオエチルチオエ
チルチオエチルチオ）エタン等が挙げられる。
【００１７】
　まず、化学式（I）または化学式（II）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合
物の合成方法（第１工程と第２工程）について説明する。
【００１８】
［第１工程］
　１，３－ジアリルイソシアヌレートと、化学式（IV）で示される塩素化エチレングリコ
ール化合物、または化学式（V）で示される塩素化アルキレン化合物を、塩基性物質の存
在下、適宜の溶媒中において、適宜の反応温度および反応時間にて反応させることにより
、各々化学式（VI）または化学式（VII）で示されるビス体のジアリルイソシアヌレート
化合物を得ることができる。
【００１９】
【化４】

　（式中、ｎは１～８の整数を表す。）
【００２０】
【化５】

　（式中、ｍは０～１６の整数を表す。）
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【００２１】
【化６】

　（式中、ｎは１～８の整数を表す。）
【００２２】

【化７】

　（式中、ｍは０～１６の整数を表す。）
【００２３】
［第２工程］
　次いで、第１工程において得られたビス体のジアリルイソシアヌレート化合物のアリル
基を、適宜の溶媒中において、適宜の反応温度および反応時間にて酸化剤によってエポキ
シ化することにより、化学式（I）または化学式（II）で示される本発明のジグリシジル
イソシアヌレート化合物を得ることができる。
【００２４】
　前述の第１工程において、塩素化エチレングリコール化合物または塩素化アルキレン化
合物は、１，３－ジアリルイソシアヌレート１モルに対して、通常、０．５～１．０モル
の範囲で用いられ、好ましくは、０．５～０．７モルの範囲で用いられる。
【００２５】
　第１工程において用いられる塩基性物質としては、水素化ナトリウムや、炭酸ナトリウ
ム、炭酸カリウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム等を挙げることができる。
　これらの塩基性物質の使用量は、１，３－ジアリルイソシアヌレート１モルに対して、
通常、１．０～２．０モルの割合とすることが好ましい。
【００２６】
　第１工程において用いられる溶媒としては、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等の極性溶
媒を挙げることができる。
【００２７】
　第１工程における反応温度は、通常、２５～１５０℃の範囲であり、好ましくは、６０
～１１０℃の範囲である。また、反応時間は、反応温度にもよるが、通常、３～２４時間
の範囲であり、好ましくは、６～１２時間の範囲である。
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　第１工程の反応終了後に不溶物をろ別し、溶媒を留去した後、洗浄、濃縮操作によりビ
ス体のジアリルイソシアヌレート化合物を取り出し、これを第２工程の反応（酸化）に供
する。
　なお、第１工程の反応終了後、得られた反応混合物をそのまま、第２工程の反応（酸化
）に供してもよい。
【００２９】
　第２工程において用いられる酸化剤としては、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム、過
硫酸アンモニウム、過硫酸水素ナトリウム、過硫酸水素カリウム、モノ過硫酸水素カリウ
ム複塩等の過硫酸アルカリ金属塩類、過ホウ酸ナトリウム、過ホウ酸カルシウム等の過ホ
ウ酸塩類、過炭酸ナトリウム、過酢酸、メタクロロ過安息香酸等の他、触媒としてタング
ステン酸ナトリウムを併用する過酸化水素を挙げることができる。
【００３０】
　これらの酸化剤は、ビス体のジアリルイソシアヌレート化合物の有するアリル基に対し
て、好ましくは、０．５～１．５当量の割合で用いられる。
【００３１】
　第２工程において用いられる溶媒としては、アセトンと水の混合液の他、ジクロロメタ
ン等のハロゲン化炭化水素系溶媒、アセトニトリル等の極性溶媒等を挙げることができる
。
【００３２】
　第２工程における反応温度は、通常、２０～６０℃の範囲であり、好ましくは、２５～
４５℃の範囲である。また、反応時間は、反応温度にもよるが、通常、１～１２時間の範
囲であり、好ましくは、１～５時間の範囲である。
【００３３】
　第２工程の反応終了後に不溶物をろ別し、溶媒を留去した後、洗浄、濃縮操作により化
学式（I）または化学式（II）で示される本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物
を取り出すことができる。
【００３４】
　次に、化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物の合成方法につ
いて説明する。
【００３５】
　化学式（VIII）で示される１－アリル－３，５－ジグリシジルイソシアヌレートと、化
学式（IX）で示されるジチオール化合物を、必要に応じて触媒の存在下、必要に応じて適
宜の溶媒中において、適宜の反応温度および反応時間にて反応させることにより、化学式
（III）で示される本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物を得ることができる。
【００３６】
【化８】

【００３７】
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【化９】

　（式中、ｑは０～１４の整数を表す。）
【００３８】
　この反応において、ジチオール化合物は、１－アリル－３，５－ジグリシジルイソシア
ヌレート１モルに対して、通常、０．１～１．０モルの範囲で用いられ、好ましくは、０
．４～０．６モルの範囲で用いられる。
【００３９】
　触媒としては、例えば、アゾビスイソブチロニトリルや過酸化ベンゾイルが好ましく用
いられる。このような触媒は、１－アリル－３，５－ジグリシジルイソシアヌレート１モ
ルに対して、通常、０．００１～１．２モルの範囲で用いられ、好ましくは、０．００５
～０．４モルの範囲で用いられる。
【００４０】
　溶媒としては、反応を阻害しない限り、特に制限されないが、例えば、水、メタノール
、エタノール、イソプロピルアルコールのようなアルコール類、ヘキサン、ヘプタンのよ
うな脂肪族炭化水素類、アセトン、２－ブタノンのようなケトン類、酢酸エチル、酢酸ブ
チルのようなエステル類、ベンゼン、トルエン、キシレンのような芳香族炭化水素類、塩
化メチレン、クロロホルム、四塩化炭素、クロロトリフルオロメタン、ジクロロエタン、
クロロベンゼン、ジクロロベンゼンのようなハロゲン化炭化水素類、ジエチルエーテル、
ジイソプロピルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン、ジメトキシエタン、ジエチ
レングリコールジメチルエーテルのようなエーテル類、ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル
ホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、ヘキサメ
チルホスホロトリアミドのようなアミド類、ジメチルスルホキシドのようなスルホキシド
類等を挙げることができる。このような溶媒は、単独で、又は２種以上を組み合わせて用
いられる。
【００４１】
　反応温度は、通常、－１０～２００℃の範囲であり、好ましくは、２５～１５０℃の範
囲である。また、反応時間は、反応温度にもよるが、通常、１～２４時間の範囲であり、
好ましくは、１～６時間の範囲である。
【００４２】
　反応終了後、得られた反応混合物から溶媒を留去して、化学式（III）で示される本発
明のジグリシジルイソシアヌレート化合物を得ることができる。また、例えば、有機溶剤
による抽出操作やカラムクロマトグラフィ等の方法によって、得られた反応混合物から、
化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物を分離、精製してもよい
。
【００４３】
　本発明の樹脂組成物は、本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物と、樹脂または
硬化性化合物とを含有する。なお、当該樹脂組成物の調製に当たっては、化学式（I）、
化学式（II）または化学式（III）で示されるジグリシジルイソシアヌレート化合物の内
、種類の異なるジグリシジルイソシアヌレート化合物を組み合わせて用いてもよい。
【００４４】
　前記の「樹脂または硬化性化合物」は、熱可塑性樹脂と、熱または活性エネルギー線硬
化性樹脂のモノマーおよび該モノマーの部分重合物（半硬化物）を包含する。熱または活
性エネルギー線硬化性樹脂については、Ａステージ、ＢステージまたはＣステージの何れ
の状態であってもよい。
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【００４５】
　このような「樹脂または硬化性化合物」としては、耐熱性や絶縁性に優れた、アクリレ
ート樹脂、エポキシ樹脂、ポリイミド樹脂、ビスマレイミド樹脂、マレイミド樹脂、シア
ネート樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェニレンオキサイド樹脂、オレフィン
樹脂、フッ素含有樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、ポリエーテルエーテルケトン樹脂、液
晶樹脂等が挙げられ、これらを混合したり、互いに変性したりして、組み合わせたもので
あってもよい。これら（樹脂材料）の中では、エポキシ樹脂、アクリレート樹脂、シアネ
ート樹脂およびポリフェニレンエーテル樹脂が好ましい。
【００４６】
　当該樹脂組成物中における本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物の含有量は、
０．００１～１０重量％であることが好ましく、０．０１～５重量％であることがより好
ましい。ジグリシジルイソシアヌレート化合物の含有量が、樹脂組成物中０．００１重量
％未満である場合には、樹脂のガラス転移温度や機械的特性の向上効果が十分ではなく、
１０重量％を超える場合には、ガラス転移温度や機械的特性の向上効果がほぼ頭打ちとな
り、ジグリシジルイソシアヌレート化合物の使用量が増えるばかりで経済的ではない。
【００４７】
　当該樹脂組成物は、本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物と、樹脂または硬化
性化合物の他、用途に応じて、溶剤（水、有機溶剤、水と有機溶剤の混合液）や、添加剤
（硬化剤、硬化促進剤、難燃剤、染料、顔料、紫外線吸収剤、滑剤、フィラー等）を適宜
量含有してもよい。
【００４８】
　前記の有機溶剤としては、特に制限は無いが、メタノール、エタノール、プロパノール
、２－プロパノール、ブタノール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、エチレングリコール、
プロピレングリコール、グリセリン、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、
エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレ
ングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリ
コールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリ
コールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリ
コールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテル、トリエチレングリコールジメチルエーテル、トリエチレングリコ
ールジエチルエーテル、テトラヒドロフルフリルアルコール、フルフリルアルコール、ア
セトン、テトラヒドロフラン、ジオキサン、アセトニトリル、２－ピロリドン、ホルムア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、ジメチルスルホ
キシド、スルホラン、炭酸ジメチル、Ｎ－メチルピロリドン、γ－ブチロラクトン、１，
３－ジメチル－２－イミダゾリジノン、ギ酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、グリセリン酸
、エチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミン、プロピルアミン、イソプロピルア
ミン、ブチルアミン、アリルアミン、エチレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエ
チレンテトラミン、モノエタノールアミン、トリエタノールアミン、ジプロパノールアミ
ン、トリプロパノールアミン、トリイソプロパノールアミン、１－アミノ－２－プロパノ
ール、３－アミノ－１－プロパノール、２－アミノ－１－プロパノール、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ルエタノールアミン、シクロヘキシルアミン、アニリン、ピロリジン、ピペリジン、ピリ
ジン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン、酢酸エチル、
酢酸ブチル、セロソルブアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテー
ト、カルビトールアセテート、トルエン、キシレン等が挙げられる。これらの有機溶剤は
単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００４９】
　前記の硬化剤としては、フェノール性水酸基を有する化合物、酸無水物やアミン類の他
、メルカプトプロピオン酸エステル、エポキシ樹脂末端メルカプト化合物等のメルカプタ
ン化合物、トリフェニルホスフィン、ジフェニルナフチルホスフィン、ジフェニルエチル
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ホスフィン等の有機ホスフィン系化合物、芳香族ホスホニウム塩、芳香族ジアゾニウム塩
、芳香族ヨードニウム塩、芳香族セレニウム塩等が挙げられる。
【００５０】
　前記のフェノール性水酸基を有する化合物としては、ビスフェノールＡ、ビスフェノー
ルＦ、ビスフェノールＳ、テトラメチルビスフェノールＡ、テトラメチルビスフェノール
Ｆ、テトラメチルビスフェノールＳ、テトラクロロビスフェノールＡ、テトラブロモビス
フェノールＡ、ジヒドロキシナフタレン、フェノールノボラック、クレゾールノボラック
、ビスフェノールＡノボラック、臭素化フェノールノボラック、レゾルシノール等が挙げ
られる。
【００５１】
　前記の酸無水物としては、メチルテトラヒドロ無水フタル酸、メチルヘキサヒドロ無水
フタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸無水物
、無水トリメリット酸、ナジック酸無水物、ハイミック酸無水物、メチルナジック酸無水
物、メチルビシクロ［２．２．１］ヘプタン－２，３－ジカルボン酸無水物、ビシクロ［
２．２．１］ヘプタン－２，３－ジカルボン酸無水物、メチルノルボルナン－２，３－ジ
カルボン酸等が挙げられる。
【００５２】
　前記のアミン類としては、ジエチレンジアミン、トリエチレンテトラミン、ヘキサメチ
レンジアミン、ダイマー酸変性エチレンジアミン、４，４’－ジアミノジフェニルスルホ
ン、４，４’－ジアミノジフェノールエーテル、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］
－７－ウンデセン等や、２－メチルイミダゾール、２－エチル－４－メチルイミダゾール
、２－フェニルイミダゾール等のイミダゾール化合物が挙げられる。
【００５３】
　また、前記の硬化促進剤としては、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウン
デセン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、ベンジルジメチルアミン、ト
リエタノールアミン、ジメチルアミノエタノール、トリス(ジメチルアミノメチル)フェノ
ール等のアミン化合物、２－メチルイミダゾール、２－フェニルイミダゾール、２－フェ
ニル－４－メチルイミダゾール、２－ヘプタデシルイミダゾール等のイミダゾール化合物
、トリブチルホスフィン、メチルジフェニルホスフィン、トリフェニルホスフィン、ジフ
ェニルホスフィン、フェニルホスフィン等の有機ホスフィン化合物、テトラブチルホスフ
ォニウムブロマイド、テトラブチルホスホニウムジエチルホスホロジチオネート等のホス
ホニウム化合物、テトラフェニルホスホニウム・テトラフェニルボレート、２－メチル－
４－メチルイミダゾール・テトラフェニルボレート、Ｎ－メチルモルホリン・テトラフェ
ニルボレート等のテトラフェニルボロン塩、酢酸鉛、オクチル酸錫、ヘキサン酸コバルト
等の脂肪族酸金属塩等が挙げられる。
　なお、これらの物質のうちの一部は、前述のとおり硬化剤としても用いられる。
【００５４】
　本発明の樹脂組成物は公知の方法により調製することができる。例えば、本発明のジグ
リシジルイソシアヌレート化合物を有機溶剤に溶解させ、固形または液状の樹脂材料と混
合することにより調製することができる。また、ジグリシジルイソシアヌレート化合物と
液状の樹脂材料を混合して調製してもよい。それらの混合には、自転公転型ミキサー、プ
ラネタリーミキサー、ニーダー、ディゾルバーなどの公知の装置を用いることができる。
【００５５】
　本発明の樹脂組成物は、ソルダーレジストインク、プリント配線板、プリプレグ、銅張
積層板、層間絶縁材（層間絶縁膜等）、樹脂付銅箔、半導体封止材に好適である。
【００５６】
　本発明の樹脂組成物は、ソルダーレジストインクの成分として用いることができる。
　即ち、本発明の樹脂組成物を、必要により他の成分（助剤）と共に、有効成分として含
有するソルダーレジストインクとすることができる。
　このソルダーレジストインクを、例えば、銅回路部が形成された銅張積層板の表面に塗
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布し、乾燥して形成される塗膜を、熱や活性エネルギー線を用いて硬化させることにより
、ソルダーレジスト層（樹脂層）が形成されて、プリント配線板が製造される。
　基材（紙、ガラスクロス、ガラス不織布等）に本発明の樹脂組成物を塗布したり、前記
基材を当該樹脂組成物中に浸漬して、該樹脂組成物を含浸させることにより、プリプレグ
（樹脂層）が製造される。
　前記プリプレグと銅箔とを積層することにより、銅張積層板が製造される。
　本発明の樹脂組成物を適宜の基板上に塗布し、乾燥、半硬化または硬化させて樹脂層と
することにより、層間絶縁材が形成される。
　銅箔上に本発明の樹脂組成物を塗布し、乾燥、半硬化または硬化させることにより、樹
脂付銅箔が製造される。
　本発明の樹脂組成物は、前述のソルダーレジストインクの場合と同様に、半導体封止材
の成分として用いることができる。
　即ち、本発明の樹脂組成物を、必要により他の成分（助剤）と共に、有効成分として含
有する半導体封止材とすることができる。
【００５７】
　また、本発明の樹脂組成物を適用した部材には、優れた機械強度、耐熱性、絶縁性等を
付与できるので、必要に応じて適宜の助剤を併用して、導電性ペースト、アンダーフィル
、ダイアタッチ材、半導体チップマウンティング材、非導電性接着剤、液晶シール剤、デ
ィスプレイ材料、リフレクター、塗料、接着剤、ワニス、エラストマー、インク、ワック
ス、シール剤等とすることができる。
【実施例】
【００５８】
　以下、本発明を実施例および比較例によって具体的に説明するが、本発明はこれらに限
定されるものではない。
　なお、これらにおいて使用した主な原材料は、以下のとおりである。
【００５９】
［原材料］
・１，３－ジアリルイソシアヌレート：四国化成工業社製、商品名「ＤＡ－ＩＣＡ」
・１，２－ビス（２－クロロエトキシ）エタン：和光純薬工業社製
・モノ過硫酸水素カリウム複塩：デュポン社製、商品名「オキソン」（注：登録商標）、
組成式：２ＫＨＳＯ５・ＫＨＳＯ４・Ｋ２ＳＯ４、以下「オキソン」と云う。
・ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂：三菱化学社製、商品名「ｊＥＲ８２８」
・シリカ：龍森社製、商品名「ＭＳＲ－２５」
・２－エチル－４－メチルイミダゾール：四国化成工業社製、商品名「２Ｅ４ＭＺ」、以
下「２Ｅ４ＭＺ」と云う。
・１－アリル－３，５－ジグリシジルイソシアヌレート：四国化成工業社製、商品名「Ｍ
Ａ－ＤＧＩＣ」、以下「ＭＡ－ＤＧＩＣ」と云う。
・１，３，５－トリグリシジルイソシアヌレート：和光純薬工業社製、以下「ＴＧＩＣ」
云う。
【００６０】
　〔実施例１－１〕
＜１，２－ビス（３，５－ジアリルイソシアヌルエトキシ）エタンの合成＞
　温度計を備えた２００ ｍＬフラスコに、１，３－ジアリルイソシアヌレート１０．４
５ｇ（５０．０ｍｍｏｌ）と、１，２－ビス（２－クロロエトキシ）エタン４．６３ｇ（
２４．８ｍｍｏｌ）、炭酸カリウム１０．２６ｇ（７４．３ｍｍｏｌ）およびＮ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミド２５ｍＬを投入し、反応液を調製した。
　反応液を１１０℃にて１２時間攪拌した後、室温まで冷却して、反応液から不溶物をろ
別した。続いて、反応液を減圧濃縮後、トルエン５０ｍＬを加え、飽和食塩水２０ｍＬで
３回、蒸留水２０ｍＬで１回洗浄した後、揮発分を留去することにより、白色固体１２．
３２ｇ（収率９３％）を得た。
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　得られた固体の１Ｈ－ＮＭＲスペクトルデータは、以下のとおりであった。
・1H-NMR（CDCl3）δ：5.82-5.91(m,4H), 5.22-5.32(m,8H), 4.48(d,8H), 4.11(t,4H), 3
.70(t,4H), 3.59(s,4H).
　また、この固体のＩＲスペクトルデータは、図１に示したチャートのとおりであった。
　これらのスペクトルデータより、得られた固体は、化学式（X）で示される標題のジア
リルイソシアヌレート化合物（以下「前駆体Ａ」と略記する。）であるものと同定した。
【００６２】
【化１０】

【００６３】
〔実施例１－２〕
＜１，２－ビス（３，５－ジグリシジルイソシアヌルエトキシ）エタンの合成＞
　温度計を備えた５００ｍＬフラスコに、実施例１－１において得られた前駆体Ａ５．３
２ｇ（１０．０ｍｍｏｌ）と、アセトン１００ｍＬおよび水１００ｍＬを投入した。得ら
れた溶液を４５℃に保ちながら、オキソン３１．０７ｇ（５０．０ｍｍｏｌ）および炭酸
水素ナトリウム１．３０ｇ（１５０．０ｍｍｏｌ）を添加し、同温度で１時間攪拌した。
　次いで、反応液を室温まで冷却して、不溶物をろ別し、アセトンを減圧下にて留去した
。続いて、クロロホルム２０ｍＬで２回抽出した後、蒸留水２０ｍＬで２回洗浄し、揮発
分を留去することにより、淡黄色液体５．４６ｇ（収率９９％）を得た。
【００６４】
　得られた液体の１Ｈ－ＮＭＲスペクトルデータは、以下のとおりであった。
・1H-NMR（CDCl3）δ：4.11-4.18(m,8H), 3.99-4.04(m,4H), 3.71(t,4H), 3.61(d,4H), 3
.23-3.27(m,4H), 2.82(t,4H), 2.69(quin,4H).
　また、この液体のＩＲスペクトルデータは、図２に示したチャートのとおりであった。
　これらのスペクトルデータより、得られた液体は、化学式（XI）で示される標題のジグ
リシジルイソシアヌレート化合物（以下「ジグリシジルイソシアヌレート化合物Ａ」と云
う。）であるものと同定した。
【００６５】
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【化１１】

【００６６】
〔実施例２〕
　ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、ジグリシジルイソシアヌレート化合物Ａ、シリカ（
フィラー）および２Ｅ４ＭＺ（硬化剤）を表１記載の組成となるように室温にて配合し、
３本ロールミルにより混練し、エポキシ樹脂組成物を調製した。
　この調製時において、５０℃でのビスフェノールＡ型エポキシ樹脂に対するジグリシジ
ルイソシアヌレート化合物Ａの溶解性について、目視観察により評価を行った。
　次に、得られたエポキシ樹脂組成物を１４０℃／２時間加熱した後、続いて１５０℃／
４時間加熱し硬化させて、板状の硬化物を作製した。
　この板状の硬化物について、ガラス転移温度を、ＪＩＳＫ７１２１に準拠して測定した
。
　また、この板状の硬化物について、曲げ弾性率および曲げ強度を、ＪＩＳＫ７１７１に
準拠して測定した。
　得られた試験結果は、表１に示したとおりであった。
【００６７】
〔比較例１〕
　ジグリシジルイソシアヌレート化合物Ａを用いない以外は、実施例２と同様にして、表
１記載の組成を有するエポキシ樹脂組成物を調製し、硬化物を作製して、ガラス転移温度
、曲げ弾性率および曲げ強度を測定した。
　得られた試験結果は、表１に示したとおりであった。
【００６８】
〔比較例２〕
　ジグリシジルイソシアヌレート化合物Ａの代わりにＭＡ－ＤＧＩＣを用いた以外は、実
施例２と同様にして、表１記載の組成を有するエポキシ樹脂組成物を調製した。
　この調製時において、５０℃でのビスフェノールＡ型エポキシ樹脂に対するＭＡ－ＤＧ
ＩＣの溶解性について、目視観察により評価を行った。
　また、実施例２と同様にして、硬化物を作製し、ガラス転移温度、曲げ弾性率および曲
げ強度を測定した。
　得られた試験結果は、表１に示したとおりであった。
【００６９】
〔比較例３〕
　ジグリシジルイソシアヌレート化合物Ａの代わりにＴＧＩＣを用いた以外は、実施例２
と同様にして、表１記載の組成を有するエポキシ樹脂組成物を調製した。
　この調製時において、５０℃でのビスフェノールＡ型エポキシ樹脂に対するＴＧＩＣの
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溶解性について、目視観察により評価を行った。
　また、実施例２と同様にして、硬化物を作製し、ガラス転移温度、曲げ弾性率および曲
げ強度を測定した。
　得られた試験結果は、表１に示したとおりであった。
【００７０】
【表１】

【００７１】
　表１に示した試験結果によれば、本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物を配合
したエポキシ樹脂組成物は、該ジグリシジルイソシアヌレート化合物を配合しないエポキ
シ樹脂組成物や、該ジグリシジルイソシアヌレート化合物の代わりにＭＡ－ＤＧＩＣまた
はＴＧＩＣを配合した樹脂組成物に比べて、高いガラス転移温度と優れた機械的特性を有
する硬化物を与えることができるものと認められる。
　また、本発明のジグリシジルイソシアヌレート化合物は液体であるので、樹脂または硬
化性化合物に限らず、それらに添加される種々の薬剤あるいは充填剤との相溶性に優れる
ことが期待される。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明の樹脂組成物は、耐熱性や機械的特性に優れた硬化物を与えるので、各種電気・
電子用途（電気・電子部品等や、プリント配線板等の電子デバイス）、建築用途、土木用
途、自動車用途、医療材料用途等に好適に利用することができる。
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